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Ⅰ．地方創生の取組の流れ
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Ⅱ．地方創生の取組の背景
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1947 2019

○ 出生数・出生率は、1970年代半ばから長期的に減少傾向。出生率は、2006年以降、
緩やかに増加してきたが最近は概ね横ばいで推移。出生数は、2016年以降100万人を下
回り、毎年減少。
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○ 2015年から2018年にかけて、総人口は66万人減少。

○ 2018年の65歳以上の老年人口は3,588 万人となり、高齢化率は28.1％と過去最高値。
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11

〇合計特殊出生率の最低が1.20（東京都）、最高が1.89（沖縄県）。

〇埼玉県と千葉県がともに1.34、神奈川県が1.33と東京圏が全体の出生率を

押し下げている。
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○ 東京圏への転入超過は、2020年の均衡目標に対し、2018年は13.6万人。

○ 転入超過数の大半を10代後半、20代の若者が占めており、大学等への進学や就職が一
つのきっかけになっているものと考えられる。
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○ 東京圏の転入超過数は、かつては、転入超過が多いときは男性が女性を上回り、少な
いときは女性が男性を上回る傾向がみられた。

○ リーマンショック、東日本大震災以降は、 女性が男性を上回って推移している。
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14

○ 転入超過数の状況を男女別にみると女性の方が多く、転入者数・転出者数は男
性が多い。

○ 女性の「転出者数」が少ないことから、「女性は転入しても戻らない」傾向が
示唆される。
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Ⅲ．「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」と

第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」



①第１期の成果と課題



少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞ
れの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持していくために、まち・ひと・しごと創生
（※）に関する施策を総合的かつ計画的に実施する。

※まち・ひと・しごと創生：以下を一体的に推進すること。

まち…国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営める地域社会の形成

ひと…地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保

しごと…地域における魅力ある多様な就業の機会の創出

基本理念（第２条）

①国民が個性豊かで魅力ある地域社会で潤いのある豊かな生活を営めるよう、
それぞれの地域の実情に応じた環境を整備

②日常生活・社会生活の基盤となるサービスについて、需要・供給を長期的
に見通しつつ、住民負担の程度を考慮して、事業者・住民の理解・協力
を得ながら、現在・将来における提供を確保

③結婚・出産は個人の決定に基づくものであることを基本としつつ、結婚・
出産・育児について希望を持てる社会が形成されるよう環境を整備

④仕事と生活の調和を図れるよう環境を整備

⑤地域の特性を生かした創業の促進・事業活動の活
性化により、魅力ある就業の機会を創出

⑥地域の実情に応じ、地方公共団体相互の連携協力
による効率的かつ効果的な行政運営の確保を図る

⑦国・地方公共団体・事業者が相互に連携を図りな
がら協力するよう努める

内容：まち・ひと・しごと
創生に関する目標や施策
に関する基本的方向等

※人口の現状・将来見通
しを踏まえるとともに、
客観的指標を設定

本部長：
内閣総理大臣

副本部長：
内閣官房長官
まち・ひと・しごと
創生担当大臣

本部員：
上記以外の全閣僚

まち・ひと・しごと
創生本部

（第11条～第20条）

まち・ひと・しごと創生
総合戦略（閣議決定）

（第８条）

案の作成
実施の推進

実施状況の
総合的な検証

内容：まち・ひと・しごと創生に関する
目標や施策に関する基本的方向等

都道府県まち・ひと・しごと創生
総合戦略（努力義務）（第９条）

勘案

勘案

施行期日：公布日（平成26年11月28日）。ただし、創生本部・総合戦略に関する規定は、平成26年12月２日。

勘案

目的（第１条）

内容：まち・ひと・しごと創生に関する
目標や施策に関する基本的方向等

市町村まち・ひと・しごと創生
総合戦略（努力義務）（第10条）
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国の長期ビジョン ：2060年に１億人程度の人口を維持する中長期
展望を提示

国の総合戦略 ：2015～2019度（５か年）の政策目標・施策
を策定

地方人口ビジョン：各地域の人口動向や将来人口推計の分析や中長
期の将来展望を提示

地方版総合戦略 ：各地域の人口動向や産業実態等を踏まえ2015
～2019年度（５か年）の政策目標・施策を策定

地 方

国 平成26年12月策定

全ての都道府県、1,740 市区町村において策定済み

ḱ ךּ
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○ 地方の若者の就業率は、一貫して上昇傾向。

○ 地方の若者人口が減少する中で、就業者数は
地方創生がスタートした2014年を超えている。

○ 若者の正規雇用労働者等の割合は、92.2％
（2013年）→ 95.0％（2017年）に上昇。

15 34

◆2013年に当時33歳の崎田市長が就任して以来、IT企業
の誘致に注力。結果、11 IT צּ ︡ḭ

。

◆さきがけとなったポート株式会社は、崎田市長の勧誘を
受け、2016年に 。日南市に
決めた理由として、 צּ である点や、
צּ である点を挙げている。
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【企業・起業家誘致、事業継承などによる雇用創出数】
375人の雇用を創出（2015～2017年度）

【起業家誘致による起業・雇用創出数】
起業22件・61人の雇用を創出（2010～2018年度）

◆2010年より、地域に新たな事業を創出できる人材を誘致
するため、地域の課題解決につながるビジネスを募集す
る「ビジネスプラン・コンテスト」を開催。

◆起業家を表彰するだけでなく、 ḱ צּ
בֿ NPO צּ 、地元の信金等とも連

携しながら טּ 。併せて
等も実施。

◆現在までに、20件を上回る起業が行われ、新たな雇用を
創出。

人口に占める就業者数の割合（％）
※括弧内は就業者数（万人）
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○ 訪日外国人旅行者数は、2018年に3,119 万人

となり、６年連続で過去最高を更新。

○ 政府目標は、2020年に4,000 万人、2030年に

6,000 万人。

○ 直近６年間の外国人宿泊者数の伸び率は、地方

部の県が高い。地方部のシェアは2017年に初め

て４割を超えた。

訪日外国人旅行者数（万人）

24

地方部の外国人延べ宿泊者数のシェア（％）外国人延べ宿泊者数（2018年／2012年の倍率）
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◆豊岡市は、城崎温泉や美しい海岸など自然豊
かな地方都市であるが、国内旅行者の縮小、
季節による宿泊客数の大幅な変動などの課題
を抱えていた。

◆2016年に観光地域づくり法人を立ち上げ、宿
泊予約サイトの運営、ツアー造成・販売など、

ṇ
。 を実現するとと
もに、 כֿ 。

【外国人宿泊者数】
10,457 人（2013年）→  54,330人（2018年）

（単位：人）
豊岡市の欧米豪の宿泊者数

（2016年）

※赤枠は豊岡市
の閑散期

ICT ︡
ṕ Ṗ

◆ ︡ כֿלּ ḭ
פֿ ︢ ḭ
ṇ するサイトを構築。外国人旅

行者に対し、効果的な情報発信を行う。

ể

ẓ

Ễ

ẓ

̱Ἤ

̱Ἤ

【外国人宿泊者数（会津若松市）】
2,610 人（2013年）→  18,115 人（2018年）
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○ 農林水産物・食品の輸出額は６年連続で

過去最高を更新。

○ 2019年に１兆円という政府目標に対し、

2018年には9,000 億円を超える。

○ 品目別で額が大きいのは加工食品。他方、

伸び率は野菜・果実等や林産物が大きい。

農林水産物・食品輸出額（億円）

品目別輸出額（億円） ※括弧内は2018年／2012年の倍率

（2.4）

（1.9）
（1.4）

（1.5）

（2.2）

（2.2）

（3.2）

（3.2）

（3.0）

・加工食品 3,101 億円（34.2% ）

・畜産品 659億円 （7.3% ）

・穀物等 426億円 （4.7% ）

・野菜・果実等 423億円 （4.7% ）

・その他農産物 1,051 億円（11.6% ）

うち緑茶 153億円 （1.7％）

・林産物 376億円 （4.1% ）

・水産物 2,267 億円（25.0% ）

・水産調製品 764億円 （8.4% ）

2018年の品目別内訳 ※括弧内は割合



②第２期の主な取組の方向性
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ểḰ וֹ

・関係人口の創出・拡大

・企業版ふるさと納税の拡充

①地方への移住・定着の促進

②地方とのつながりを強化

地方移住の裾野を拡大

ṧ

Ễ ṡ Ṣ Ṯ Ễ ṯ

ỄḰ ḱ ḱֿ︡פ שּ

②新しい時代の流れを力にする
・地域におけるSociety 5.0 の推進 等

①多様な人材の活躍を推進する
・多様なひとびとの活躍による地方創生の推進 等



2 ךּףּ ︡

横断的目標１：多様な人材の活躍を推進する
・多様な人々の活躍による地方創生の推進

・誰もが活躍する地域社会の推進

横断的目標２：新しい時代の流れを力にする
・地域におけるSociety5.0 の推進

・地方創生SDGsなどの持続可能なまちづくり

（１）横断的な目標の追加

（２）基本目標の見直し

基本目標２：「地方とのつながりを築く」観点の追加

基本目標１，４：「ひとが集う、魅力を育む」観点の追加

（３）多様なアプローチの推進

従来の「しごと」起点のアプローチに加え、地域の特性に応じて、「ひと」起

点、「まち」起点という多様なアプローチを柔軟に行う。

32
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③第２期の主な施策



【基本目標１】

稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする
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IT

ṕ Ṗ ṕ Ṗ ṕ Ṗ ṕ Ṗ

ṕ Ṗ ṕ Ṗ ṕ Ṗ

○平成29年度から、地域経済の中心的担い手として、合計3,688 ṡ
Ṣを選定。

○今後、その ︢ ṡ Ṣ を求めた上で、関係省庁連携の下、
を行う。

Ḳ

︣

ḱ ︡פּ

37

ṕ Ṗ
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○ プロフェッショナル人材の地域への還流を拡大し、地域企業の生産性向上・経営改善、起業促
進等を図ることで、地域経済の活性化を実現。

○ ḱ לּ ḭ
するとともに、地域を越える ḱ לּ ךּ 。

○ 同拠点の全国事務局機能を強化し、東京圏などの大都市部の企業における副業・兼業に関する理
解の増進や、フォーラムやセミナーの開催による働き手への情報提供を実施。

ḱ ṕ Ṗ
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○ 地域企業の や、経営課題解決に必要な を確保し、地域企業の成長・生産性向上
の実現を目指す。

○ が、地域企業の経営課題や人材ニーズを調査・分析し、職業紹介事業者等と連携
して行う ṕ Ṗを支援する。

事業概要

○日常的に地域企業と関わり、その経営課題を明らかにす

る主体として、地域金融機関などを想定。

○予算規模は10億円。（令和元年度補正予算）

○マッチングの成約時に、成果に連動してインセンティブ

を与える仕組み。

ḱ ṕ Ṗ



【基本目標２】

地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる



β ─ β ╩ ╗⁹
β ─23 ┼─ ─℮∟⁸ β ╩ ↄ⁹
β ⌐╟╢ ≤ ─ⱴ♇♅fi◓╩ ∆╢ ╖─ ╩ ⁹
β ⁸ ⁸ ⁸ ┘

⌐⅔™≡ ↕╣╢ ╩ ∆╢ ╩ ↄ ⁹
β ─ │ 100 ⁸ ─ │ 60 ⁹

ḱ

〇 地方へのUIJターンによる起業・就業者の創出等を地方創生推進交付金により支援してお
り、現在、42道府県、1,140 市町村で実施。

〇 ︣ ḭ 。

23

10

10

50

41



ḱ
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○ 地域課題の解決や将来的な地方移住に向けた裾野を拡大するため、関係省庁と連携し、
特定の地域に継続的に多様な形で関わる関係人口の創出・拡大を目指す。

ṕ Ṗ
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Ӣ ʾ
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プロフェッショナル人材
戦略拠点

NPO

∙И˔Ї Ẑ יּ

ЫАЎрϽ



ṡ ḱ Ṣ ḱ וֹ ḱ

43

都道府県レベル
の地域拠点

市町村レベル
の地方拠点

○ 現在、地方公共団体には、移住関係の支援体制・機能が備わってきているが、関係人口の取組支
援もワンストップで行い、民間の中間支援機関等との連携も推進することが必要。

○ このため、全国における「移住・関係人口」の創出・拡大に向けて、

①プロフェッショナル人材戦略拠点の人員を倍増し、500人体制とする。
また、地方での副業・兼業等に要する移動費を３年間で最大150万円支援。

②市町村に、移住・関係人口総合センターを設置。

②全国で1,000 の
市町村に設置

移住・関係人口への支援
プロフェッショナル人材

戦略拠点

ひと・しごと総合拠点（仮称）

連携・情報共有

①-1 人員倍増（500人体制）
①-2 地方での副業・兼業等への
移動費支援（最大3年間150万円）

○地方への移住・定着を支援

○関係人口の創出・拡大を支援

移住・関係人口総合センター
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○ 企業版ふるさと納税は、企業が寄附を通じて地方創生の取組を応援するものであり、当該取
組の実施を通じて、企業と地方公共団体のつながりをつくることができる。

○ 企業と地域のつながりを強化するため、企業・地方公共団体の意見等を踏まえ、制度の拡充
等を令和２年度から実施。

אל

・個別事業の認定から へ

・ ḱ

・
ị

ṥ Ṧ

・ צּ 。ךּאל

・ צּ ︣ קּ 。ךּ

ṥ Ṧ

・ צּ である。

・
קּ 。ךּ

・ ︣ צּ 。ךּ

・ Ễ
税の軽減効果 Ỉ ẓ ị へ

・



【基本目標３】

結婚・出産・子育ての希望をかなえる
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ṕỄṖ

ṕểṖ

Ṇ

Ṇ

少子化の進行は、結婚・出産・子育てに対する負担感、子育てと仕事の両立のしにくさなどの要因
が複雑に絡み合っていることから、きめ細かな少子化対策を総合的に推進。
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Ẇ

Ẇ

Ẉ

Ẉ

/

◎ データの分析
結果は、地域の評
判や住民感覚によ
る地域の特徴と整
合的か？

◎ データに表れ
ない地域固有の風
土・文化などの影
響は？

◎ 適宜、分析
データの項目を追
加・削除

◎ 国の制
度・交付金
等も踏まえ、
︣ קּ
を検討

◎

の検討

◎
ḱ
して

進める取組
の検討

¸

¸

◎ アンケートや住民意識調査に
よる ḱ

ṕ Ṋ Ṗ

Ẍ

〇地域コミュニティによる子育ての支え合い

〇男女にとって魅力的な働き方

〇職住育近接のまちづくり
など ※都市類型の違いも意識

ḱ

地域少子化対策重点推進交付金

地方創生推進交付金

ṡ ṇ Ṣ ︡

48

コミュニティの中で柔軟に子育て支
援を行うインフォーマルな支援体制
づくり

都市近郊のニュータウンにおいて、
職住近接のコワークステーションを
設けて、子育て世代が通勤負担なく
働くことができるまちづくり



【基本目標４】

ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる
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（１）質の高い暮らしのためのまちの機能の充実

➢ コンパクト・プラス・ネットワークや、地域交通の維持・確保の推進

➢ 既存の公共施設・不動産のストックの最大限の活用などによるストックマネジメント

（２）地域資源を活かした個性あふれる地域の形成

➢ 豊かな自然、観光資源、文化、スポーツ、地域エネルギーなど地域の特色ある資源を

最大に活かした、地域の活性化と魅力の向上

（３）安心して暮らすことができるまちづくり

➢ 医療・福祉サービス等の機能を確保し生涯現役の社会づくりを推進

.➢ 地域における防災・減災や、地域の交通の安全確保
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【横断的な目標１】

多様な人材活躍を推進する
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（１）一人ひとりが魅力づくりの担い手となる地方創生

➢ 企業、NPO、住民など、地域に関わる一人ひとりが地域の担い手として参画し、

活躍できる環境づくり

（２）地方公共団体等における多様な人材の確保
➢ IT分野などについて、地方公共団体に対して民間専門人材を派遣する新たな仕組みの

構築・推進

（３）地域コミュニティの維持・強化

（１）誰もが居場所と役割を持つ地域社会の実現

➢ 女性、高齢者、障害者など誰もが活躍し、多様性に富む豊かな地域社会づくり

（２）地域における多文化共生の推進
➢ 外国人材に対する積極的な受入支援や共生支援
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（現地大学・日本語学校）

（県人会・日本人連合会等）
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○ 外国人材がその能力を最大限に発揮し、地域における新たな担い手として定着できるよう、
外国人材に対する積極的な受入支援や共生支援を行う。
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【横断的な目標２】

新しい時代の流れを力にする
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וֹףּ Society5.0 Ṋ SDGỸ

SDGs שּ

○ 持続可能なまちづくりや地域活性化に向けた取
組を推進するに当たって、SDGsの理念に沿って進
めることにより、政策全体の全体最適化、地域課
題解決の加速化という相乗効果が期待できる。

○ このため、地方創生SDGsを実現し、地方創生の
取組の一層の充実・深化につなげる。

ṡ ṇ ṇ Ṣ

○ 「スーパーシティ」構想の早期具体化を図
ることで地方におけるSociety5.0 の先行実現
を目指す。



Ⅳ．地方版総合戦略の策定に向けて
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─

⅝

ợ

─

ה

─
√
╘
─

⅝
6/21

─

─

6/21

ה

7/2

─

⌐

╢
Ⱪ
꜡

◒

─

9/2 Ṍ
10/16/21

ה

─
√
╘
─

♦

♃

6/24

Ễ ṡ Ṣ ṇ

ợ

ⱦ
☺

fi
─

─
√
╘
─

⅝

ợ

─

ה

─
√
╘
─

⅝
12/2012/20

ה

1/15
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︣ ︣

ḱ

21

21
20

ALL

WG

2019 

11 52 15 39

( )

10

25- 30
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Ⅴ．地方版総合戦略の取組に対する支援策



Ḹ
᷂Ḣ ѝ RESAS

ה ⅜ ∆╢ ה ה ─

⌐ ╦╢ ₁⌂ⱦ♇◓♦כ♃╩

ⅎ╢ ⁹

꞉fi☻♩♇ⱪ≢⁸ה ה ⁸ ⁸

ה ⁸ ─ ╩ ⁹

˲
᷂ ҍ

ה ╩ ⌐

᷂ ҍ ˲ Ѱ↓
ה ─ ⁸ ─

᷂ ҍ
ה ╩ ℮ ╩ ≢

᷂ ҍ ˧̂ ̉ᴇ ₴↓►ѧ1,000ϤЛ ˗ 2,000ϤЛ
⁸ ⁸ ─ ⁸ ה ─ ╩

᷂ ҍ ρ˧̂ ̉ᴇϷ₴↓ 600ϤЛ ˗ 1,200Ϥ

Л
─ ⌐ ↑≡ ─ ⅜ ™ ─ ה ⌐≈™≡ ⌐

ҍ ˗ ᷂
ה ⅜ ⌐ ╡ ╖⁸⅝╘ ╛⅛⌂ ╩ ≤∆╢ ⅛╠

⌐ 1. 0

᷂ ҍ ꜘ Ѱ ̔ ̉ᴇ ₴↓├ Ϲ

ה ⅜ ℮ ─ ⌐ ⇔ ╩ ℮ ⌐ ⇔⁸ ─

ϒχ◦כ

66



̙ ӽ™ τṁξΨ◦כ
ḩἰῖ Ỳ

ḼỘ ώϥήρ

ӽ™ כ◦ ◓ ẚỲ

ḼỘχ Ấ ếᴟχ τἰϥᴿ χ

ϵзϯЫКЅЮрЕᶨ τἰϥ Ỳχ ʾ
ῖ ˢ ӽ™ ϵзϯЫКЅЮрЕ Ỳ ˣ

ᵹᶨ ᴟ ⱧỘτἰϥ︣ ʾⱢỲ
χ

ˮ ήσẤ ˯Ἱ τἰϥ︣ ʾᴿ χ

ˮ ᵶᶨ χϘκ˯Ἱ τἰϥ︣ χ

χ χẨᴦχ
ˢζχ ʿ ├ᴿ χᵔὨτⱢβϥⱧỘϒχ◦כ ˣ

ᴅ τ ˑσ◦כ χᶨ Υᴦ ʻ

ʺǱ ɟɉɣɶ

¸ 26 Τϣχ χ Ϧτᾦᴂΰʺ ⱳχ ᵠ τϢϤ◦כ χᶈ Ϭם☼
¸ χ ΰ Ϭ ϛϥˮϘκʾϋρʾΰέρ ˢ 26 136‹ˣ˯ρʺ
ᾤ χ ӽτΣΪϥ χםᾝχθϛχἇ σ◦כ Ϭ ằβϥˮ ӽ™
˯ʺάϦϣ͎νχ Υ ρσμο Ϭ

ủ 17 24

ủ ─
ⱪ꜡☿☻

̓ ῝Ặ Υ⌠ βϥ ӽ™ ὓᵊϬ ᶕ Υ ʺ
ὓᵊτṁξΨ Ϭ αοʺꜛ︠ ʾꜛ σ ӽχᶨ

χ™ τḩβϥ︡ Ϭ◦כ
ủ ─ ψʺˮ ỘχṐᵓχ ˯ˮὊↄṁ χếᴟ˯
ˮ ᶨḕẽχ ˯Υ

ủ │⁸ ה ⌂ ╩ ∑╢ ⱪ
ꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ≤⇔≡
ủ ⌐│⁸ ┼─ ╩

↓╣╕≢6,815 ╩ ( H31. )

כ◦

│
⅛╠ ⌐

⁸NPO

─
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/

ₒ ₓ

ᵑ ─№╢ ┘ ה ─

ה ⁸ ⁸ ⁸ ─ ⁸
─ ה

⇔↔≤ ⁸ ⁸ ⁸☻ⱳה♠כ ╕∟≠ↄ╡⁸
─╕∟⁸ ⅝ ⁸ ↕⌂ ⁸

ᵒ╦ↄ╦ↄ Ɽ♇◔כ☺ ה ה

ה ⅛╠─ ─fiכ♃ ┘ ─ ™

─ ≢№╢ ┼─ ⌐ ℮ ⁸

⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ╡ ╗ ⁸

⌐ ™≡™⌂™ ⁸ ─

ₒ ⅝ₓ

ủ │⁸ ⌐ ╢ ⌡ ╩

⇔⁸ ⅜ ⇔╕∆⁹

ủ ≥↔⇔ה≥└ה∟╕₈ ₉─ ⌐⅔

↑╢ ─╟╡ ─ ⌐ ↑√ ╩ ⇔╕∆⁹

ᵑ ⌐ ≠ↄ⁸ ─ ה

≢ ⌂ ╩

ᵒ ─ ≤ ◘▬◒ꜟ╩ ╖ ╖⁸ ─

₈ ╡₉ ╩ ⅎ√ ╩

ᵓ ⌐ ≠ↄ ─ ≤⇔⁸ ⌂

ה ╩

β ─℮∟50 ⌐≈™≡│⁸ ה ⌐ ≠

ↄ ≤⇔≡

᷂ ҍ ˧̂ К ↑᷂ ҍ ˗ҵᾯ

̉ᴇ ₴↓˔ ὑ , ϤЛ

̉ᴇϷ₴↓˔ , ϤЛ

˗ ɵ ˗ ȢɟɶȶɵЕ̱͈

ǵ ȓ

ᵑSociety5.0 ╩ ∆╢√╘─ ⌂⸗♦ꜟ≤⌂╢ ╩ ∆

╢Society5.0 ♃▬ⱪ─ ( )3.0 ⁸

─

ᵒ ⌐╦√╢ ─ ─℮∟30

╩ ≤⇔≡

ᵓ ─ ה ─

̉ᴇ ₴↓ǒȐǵʺǱ ᵎ

/ ─ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ∂╕∆

3.0 1.0 ℮∟

2.5 0.85 ℮∟

2.0 0.7 ℮∟
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/

ₒ ⌂ ─▬ⱷכ☺ₓ

¸ ╩ ⌐ ╩fiꜛ◦כⱡⱬ▬ꜟ◌כ꜡⁸⇔ ↓∆↓
≤⌐╟╡⁸ ╛ ─ ⌂ ⌐ ∆╢

¸ ┼─ ─ ╣╩ ⌐ ⇔⁸ ┼─ ╛ ⌐
⌐≈⌂⅜╢

¸ ⌐⅔↑╢ ⌂ ⅝ ╩ ⌐ ⇔⁸ ╛ ─
╩ ⌐ ∆╢√╘─

¸ ≢─ ⌂╕∟≠ↄ╡╩ ⇔⁸ ─ ╛ ─
⌐ ⌐ ┘≈ↄ

ₒ ⅝ₓ

ủ │⁸ ⌐ ╢ ╩ ⇔⁸
⅜ ⁹

ₒ ₓ

ủ ┼─ ™ ☻ⱳה♠כ ╕∟≠ↄ╡ ⌐⅔
↑╢ ─ ⅜ ↕╣╢ ─ ╩ √∆
⌐≈™≡⁸ ה ╩ ≤∆╢╙─⌐≈™≡╙
⁹

ủ ⌐ ⅛∫≡♅ꜗ꜠fi☺∆╢ ─ ╩ ∆╢≤™℮

─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ─ ╛ ─ ─

≤⌂╢ ⌂ ╩ ⇔╕∆⁹↓╣⌐╟╡⁸ ╛

─ ╩ ∆≤≤╙⌐₈╕∟₉╩ ↕∑⁸ ─ ה

─ ⌐╙ ⇔╕∆⁹

ᵑ ─ ╛ ─ ╩ ∆≤≤╙⌐₈╕∟₉─ ⌐

≈⌂⅜╢ ⌂ ╩

ᵒ ╩ ℮ ◘▬◒ꜟ╩ ╖ ╖⁸ ─₈

╡₉ ╩ ⅎ√

᷂ ҍ ρ˧̂ К ↑᷂ ҍ ˗ҵᾯ

̉ᴇϷ₴↓ ˔ ϤЛ ˗ ɗɶȷ , ϤЛ

˗ ɵ ˗ Ȣɟɶȶ

ǵ ȓ

ủ ─ ╛ ─ ─ ≤⌂╢ ─ ╩

⇔≡⁸ ╛ ─ ╩ ∆≤≤╙⌐₈╕∟₉╩ ↕∑

╢↓≤≢⁸ ─ ה ─ ⌐╙ ⇔⁸ ─

ה ⌐≈⌂→╕∆⁹

♅ǜȓȒҧ
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ҧ

Ỗᴣ̝

᷂ ЏВᶧ̱ ˗ ὕ Ḹף ѝ

KPI

Ẻ˗͈ ˗͈

30

┘╜℮♩ꜝⱬꜟ◘כⱦ☻

50



₳ ₴↓ ҧ

˗ ὕ Ḹף Ḩ ˗ Ћ̱ϑ ѝ

1

897 1.7 872 607

1

419 1.6 405 280

˗

2018 4 27

₳ ₴↓ ҧ

˗ ὕ Ḹף Ḩ ˗ Ћ̱ϑ ѝ

1

928 1.6 892 631

1

1,300 1.9 1,290 1,160

˗

2019 15

ҧ ᾍ
₳ ₴↓ ҧ

(3,602 )
28 1,584

₳ ₴↓ ҧ
29 2,823
1,133



̓ ∙ χ ρӗᴣσ ∙χ τϢϤʺ ỘΥ ΰʺᾼ ṐᵓΥ ﬞʻ
̓‰ ᴥᴣ σ ⌠ ΥσΜάρτϢϥ Ộ χ ρ Ộ Ⱨּיχᾚ ʻ

̓ ∙ χ ӽⱢᾛϬᶨ ΰθ ∙ⱧỘʺ ∙Ϭᶨ ΰθНϱϷЫІ ⱧỘʺ Ϭ ΰθ
ᴛע⅝ ⱧỘτϢϥ‰ ᴥᴣ σ ⌠ ˢУжрЖΜκέˣχ ▀Ϭם☼ʻ

ὂ

︡

ϙ

※事業費・交付金は採択額ベース。

6

(
6 ( H27 ))

30

( 17 (H28 ))

○ ṇ ḱ
︣

○廃熱利用栽培に関する技術習
得、農産品の開発

○ ︡

ḱ
︡ ṇ ḱ תּ

○未利用間伐材からの燃料
用チップの製造
○

温室栽培施設での人材育成バイオマス発電施設チップ乾燥施設

487

( 149
59 (H27 ))

○

○林道整備等による木材
搬出インフラ整備

木造農業用温室栽培施設

ṇ
︣

11

( 2 (H29 ))

ʿ ▀Ộˢΰέρ ˣ ˲Ἢ ᾉ ˳ σ ├ḧ ὀⱧỘ

ӽⱢᾛϬᶨ ΰθ ḕἷРЅКІЯДиχםᾝ

Ҧ Ỹϒχ ḧ ᶛ 10 ד
ˢⱧỘᵫ◐ ʿ0ד˗ ̠  H30 ʿם 10 ˗ד ʺ 10 ˗ד ˣ

72



̓ ◕ϬᾺΩ ᾰ χל τψʺ ◊ ʾ ᴟӹ▀Υ ∕ΰοΣϤʺῲӽḢΊχЪГрЄаиΥΚϥΥʺ“ ẽ
ᵦϬᾺΜπΜϥάρϜΚϤʺԁ σ ῟ᶨ ΥπΦοΜσΜʻ
˓ ◕τΣΜοψʺῨệσẰ ◕χḢΊ Ϭ︡Ϥ ϚσςʺẰ ḢΊρ ὀΰθ▫ ϙΥẐϛϣϦοΜϥʻ

Ҧ ḧ יּ 9,300 Ϭ
ˢⱧỘᵫ◐ ʿ520 ˗ ˢ♯“Ⱳˣ̠ H30 ʿם 9,300 ˗ ʺ 4,700 ˗ ˣ

וֹ ḱ

49

(
24 (H29 Ṍ30 ))

○大津市において、祭事と連動したツ
アー造成や歴史・文化体験企画開発、
保養所跡地を活用した宿泊施設整備
により、 וֹ

ṇ
בֿ

ᾰ Ϭ꞊ρΰθ“ ḧχᶀ₢Ϭ ΠϥῲӽḢΊ ọ

○産業・文化を支えた琵琶湖疏水
通船を復活し、
ḱ ︣
ṇ ︡、京都市に集中
する観光需要を大津市へ波及

ḱ

200

(
100 (H29 ṌR3 ))

○ṡ
Ṣ צּ しながら、
疏水沿線に点在する近代化遺産に
展示機能を持たせる等、新たな観
光資源化に向けた
調査・研究を行う

ḭ
ḱ

ὂ

︡

ϙ

ⱳfiⱪ ─
ה ─ ▬ⱷכ☺─

※事業費・交付金は採択額ベース。ただし、R2年度以降については、計画ベース。

155

(
77 (H29 ṌR3 ))

̓Ằ ◕ẉό ◕χϕΤʺ ◕χḢΊẸᵓϞ Ῥᵓṳ Υ╥ᵊβϥˮ ᾰ ל Ẹṳᵓ˯Ϭ ρ
βϥ σ ӽḧ ὀτϢϤʺ ᾰ Ϭᶋρΰοל ◕χḢΊⱢᾛϬᶨ ΰʺḢΊ Ϭ ϥάρτϢϤʺ
Ằ ◕ χϙσϣγ ◕ ϒχ Ϝ ΰʺḢΊẁχ ∕Ⱳḧט Ϟ ◕χḢΊ ᶛ ᴥτνσΫϥʻ

ʿḢΊ ọˢΰέρ ˣ ˲Ằ Ằ ◕ʾⱴᵎᾉ ◕˳ σ ӽḧ ὀⱧỘ
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̓ ◕ ρ ΰοʺ Ψ χ ΥὧΪοΣϤʺֿיּבϬ ρβϥ τⱦ♁ϛΥΤΤϣσΜʻ
̓ԁ ʺ ӽΥ Πϥᴿ ψ ˑΚϤʺάχᵔὨτΰΪοψʺ ӽχם τ›ϩδθˮ Ϭ βϥ

∙˯χᶎ ʾӾ Υẍ ʻ

Ҧῖ ῢ 4,800 Ϭ
ˢⱧỘᵫ◐ ʿ1,000 ˗ ̠H29 ʿם 4,800 ˗ ʺ 1,500 ˗ ˣ

ṡ Ṣ

110

(
110 ( H27 ))

○ ︡ḭ
ṡ Ṣ
○経営者や大学教授を講師に招
き、「授業」を通じて人材育成

1,246

(
628 ( H28 ))

̓‰ τϢϥṞỘʾ ỘϒχϯФк˔ЎϞ ▀Ộχ ọ χˮ Ộ˯Ϭ αο ∙Ӿ ρῖ ῢχᶈ
Ϭ ◙βˮ χּזᵓ ʾ ᶘ ˯Ϭ ⁯12ϸ τˮ◑  ˯ρΰο ʻ

̓ЛϳМϳẶ ϞⱧỘ ὀσς ῀ ὀτϢϤʺ ◕ τ βϥ ∙χ ϒχḥ ЯДиχ ᴟϬ ϥʻ

ὂ

︡

ϙ

ṡ Ṣ
ḱ

1,372

(
686 (H28 Ṍờ2 ))

○全国各地に姉妹校を開設し、
企業経営者等による講義を実施。

○専門的人材を活用した地場産品
の磨き上げ、販路拡大

○ し、
事業の拠点として整備

○宿泊施設・サテライトオフィ
スとして活用し、自主財源を
確保

○ に向け
た事業提携や情報共有し、
農業IoT、観光開発、地場産
業の振興等、効果的効率的に
事業を推進

※事業費・交付金は採択額ベース。ただし、R2年度以降については、計画ベース。

23

(
23 (H27 ))

ʿ ϒχ χ Ϧ ˲╦Ἱᾉ‰ 11◕ ˳ σ ӽḧ ὀⱧỘ

ˮ χּזᵓ ˯Ϭ ρΰθ ⁯12◕ ὀτϢϥ ∙Ӿ ρῖ ῢχᶈ

高畠熱中小学校 十勝さらべつ熱中小学校 里山体験講義の様子
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597 (H20 ṌH27 )

(
298

( ḲH20~H27 ))

○交流促進施設の整備（「入
間交流センター」等）
○簡易宿泊機能付き農家レス
トランの整備（「オーベル
ジュ雲南」）

ḱ

オーベルジュ雲南

ӽЀЬвИГϰρ ḧ◦כ τϢϥ ӽᴿ ᵔὨχθϛχ ∙Ӿ ρӱ

提供

ὂ

︡

ϙ

ẇẇ

ṕ

310 ṕ ḭ
20~27 Ṗ

※事業費・交付金は採択額ベース。ただし、R2年度以降については、計画ベース。

̓ ῢᾚ ʺ‰ ᴟΥ ⁯χΣΣϢζ͎ χІС˔Жπ “ΰοΣϤʺ ӽЀЬвИГϰχ ϞὊↄ
ᶨ χ Υὼ ήϦοΣϤʺⱱ ᴦ σϘκξΨϤχθϛʺֿיּבχ ῢ ρӱ ʾḩἰ
ῢχ ᴥΥ ʻ

442 (H27 ṌH30 )

(
75 (H28 ṌH30 ))

○若者の起業や地域活動を支援す
る中間支援組織ṡּף Ṣ
を設立
○地域課題解決に向けた若手人材
の育成・誘致、起業を支援

○地域の課題解決を住民自ら
行うṡ Ṣによ
る地域づくりを推進
○市内30組織が地域の実情に
沿った特色ある取組を実施

674 (H27 ṌH30 )

(
134 (H28 ḭ
H30 ))

ḱ

251 (H27 ṌH30 )

( ḭ

90 (H27 ṌH30 ))

○ṡ Ṣを
立ち上げ、幼保小中高一貫
のキャリア教育を展開
○課題解決人材の育成に向け
た教育プログラムの確立

ךּ

̓◓ςϜʺֿיּבʺ ЎайрЅχ ₵τϢϤᴿ ᵔὨ ∙ϬӾ ʾᶎ ΰʺ ῢχּזᵓ Ϭ ϥʻ
̓ṞỘϞ ӽ‟ᾅϬ◗βֿיּבχḼᵊ ӛρם ϬЂЪ˔Еβϥˮ`֬ ˯ˢֿ︣ב ∙Ӿ ˣϬᵫ„βϥʻ

טּ
שּ

笑んがわ市(交流施設)

ʿ ϒχ χ Ϧ ˲ ₢ᾉ֬ ◕˳

フィールドワーク ワークショップ

σ Ḃ Ẹ ⱧỘ

Ҧ◕ᵰΤϣχӱ יּ 281 ᴥϬ ˢH27˙30 ὓˣ
ˢⱧỘᵫ◐ ʿ44 ˗ ̠H30 ʿם 75 ˗ ʺ 137 ˗ ˣ
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̓ Ộχ› ᴟϞ ṛⱧỘ χ︡ Υ ῞ΰʺ ῢᾚ ϒχԁ χⱦ♁ϛϬםᾝΰθԁ ʺ︡ ᴮχⱱ
τψʺк˔ϸиЦрЎа˔χ ἕʾӾ ʾ◦כΥԁ ρσμθ︡ χ Υᴿ ρΰοᾒ∕ᴟʻ

̓ṞỘᴪἷ ∙χӾ Ϭᴿ ρ ΠννϜʺ πψ︡ Υ₉ σ ⁯χꜛⱵ Ϭ᷊Φ₅ϙʺ ӕ ρNPO

χᾦόΤΪτϢμοʺˮк˔ϸиЦрЎа˔ Ẹṳᵓ˯ϬὫ ʻ

Ҧ ṛⱧỘ 156ὯϬ ᾋ₅ˢῲӽ ὀⱧỘ ˣ
ˢם ˗ H28 : 14˗11ὯʺH29 : 43˗29ὯʺH30 : 57˗33ὯʺR1 ᾋ₅ : 42Ὧˣ

ṡ ṇ ṇṢ

2,510 ẑ1

(
1,255 (H28 ṌR2 ))

ṇ ṇ ¬ ︡º וֹ

○NPO と連携した ṕ ṇ
ṇ ṇ Ṗの開発・実施、

起業後の支援体制構築、プログラ
ム履修者等のマッチング支援

○ を巻き込んだ で
の創業支援ノウハウ等の共有

○ローカルベンチャーが行う事業に
対する

ṇ ṇ
ḱ

˓10◕ ρNPO Υῲӽ ὀΰʺṞỘᴪӾ ФкϽжЭχᵫ ʾם ʺ ∙ЫАЎрϽ◦כ Ϭם☼ʻ

˓ ӕ πψʺ ꜛχ︡ ρΰοк˔ϸиЦрЎа˔χ Ϊ Ϧ χ Ϭם ϥθϛχ☼ Ϭ ʻ

ὂ

︡

ϙ

○村営の保育施設を נּ として改修し、
子育て世代のローカルベンチャー
が ︡ ḭוֹ

קּ を整備

○村外出身のローカルベンチャー
が として利用で
きる ṇ を
整備

ローカルベンチャースクール KIDS GARDEN LABO

※事業費・交付金は採択額ベース。ただし、R2年度以降については、計画ベース。

※1 広域連携事業全体の事業費・採択額 ※2 西粟倉村の単独事業

ṇ ṇ
ḱ

320 ẑ1

(
320 (H27 )Ṗ

¬KIDSGARDEN LABOº
ẑ2

280

(
140 (H28 ))

ṇ
ẑ2

54

(
27 (H28 )

ˮк˔ϸиЦрЎа˔˯ τΰΪθḂ Ẹ χṞỘᴪӾ ФкϽжЭχם

σ Ḃ Ẹ ⱧỘʿ ϒχ χ Ϧ ˲ᴎ╦ᾉ ӕ 9◕ ˳
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Ҧˮ᾿ ╦Ϭ︢ϥᵓ˯τΣΪϥ╛ χ ‰ 12.5 Ϭד ˢH28˙30 ὓˣ
ˢⱧỘᵫ◐ ʿ0.4 H30̠ד ʿם 6 ˗ד ʺ 10 ˗ד ˣ

4

(
4 (H28 ))

○小学校跡地を雑木・イノシ
シ肉の加工・販売拠点に改
修し、販路開拓を支援

○ワークショップ等を実施
し地域の課題発掘、課題解
決のための שּ ḭ
שּ ḭ שּ を推進

ể

(
ể (H27 ))

○里山整備の際に発生する木
材や、捕獲したイノシシ肉
の活用方法の調査・分析

五名ふるさとの家

43

(
21 ṕH28 Ṍ30 ))

○ 、侵入竹・竹林
整備

6

( ḱ

4 ( ḭH26~30 ))

τϢϥꜛ σᴿ ᵔὨρЀЬвИГϰРЅКІχᶎ

ὂ

︡

ϙ

σ ├ḧ ὀⱧỘ

̓ᵃ χ “τϢϥ ῢᾚ Ϟ ᵲτϢϥ—⌠ ṏ χ ᴥʺ ╦χ‛ σς ӽχᶨ Υ ʻ
̓ ╦ ʺ ᵲ ├Ϭꜛ ʺⱱ τם☼βϥάρπ ӽχᶨ ᴟϬ ϥάρΥ ʻ

̓ ӽЀЬвИГϰẸṳᵓϞꜛⱵᵓ π  ήϦϥˮ᾿ ╦Ϭ︢ϥᵓ˯Ϭ τʺ Υ ἻϬ ΰ›Μʺ
ӽχᴿ ᵔὨρᶨ ᴟτ ϛϥʻ

̓ ╦ ρ ᵲ ├ρρϜτʺ╛ χ ᴥῬ σς ӽχ ׃ χΰ Ϭ Ϥʺᾼ χ τϜὌΫϥʻ

ʿϘκξΨϤˢ ήσẤ ˣ ˲  ᾉ ΤΥϩ◕˳

ḱ ︡ḭ ḱ

里山保全活動 地域課題ワークショップ 雑木の加工 ジビエ活用

※事業費・交付金は採択額ベース。 77
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Ṯ ṯ Ṯ ṯ
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Ẉ ḭ
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ה
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5,000
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29

30
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20

23

V

22
I IT

ICT

89 20 180 28
13 22 86 28

1,091 22 1,135 27

S25
H17 H22 H27 H17ҦH22

H22ҦH27

6,986 2,581 2,374 2,353 3.18% 3.78%
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29 12 http:// www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/pdf/ijyu-jirei-1.pdf
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